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ンダム』，『エスカフローネ』など多数
のアニメプロデューサーを務められまし
た．桑島さんは，押井 守監督や『スチー
ムボーイ』で大友克洋監督との仕事な
どパッケージビジネスの世界で主に宣
伝を歴任されてこられました．

2．表紙イラスト「SILVER COACH」
に関して
シド・ミードの絵にはいつも人物が

描き込まれています．工業デザイナであ
るシド・ミードは，常にスケールや空
間，規格を大切にすると同時に，そこ
にいる人間の行動にも着目して物語を
描き込みます．今回，この「SILVER 

COACH」も展示作品の一つですが，一
足先に公式の解説を掲載させていただき
ます．展覧会では，こういった作品と
解説を行き来することで，より一層深く
楽しむことができるでしょう．

SILVER COACH（1983）
Whether the mind’s proscenium 

frames dancing chimera or becomes 

a gateway to worlds yet unrealized, 

logical speculation is as much a part 

of the design process as prototype 

and specification. With the license of 

fantasy and the facility of imagination, 

the Parsifal can come true in word 

or picture as speculation totally 

realized. In a future world where 

much of the daily routine of meeting 

is accomplished by electronically 

enhanced presence, the elaborate 

elegance of ceremonial transport and 

arrival becomes a special event. Robed 

valets compliment the scene with the 

same obscure formality as coronation 

footmen do today.  The distant 

backdrop combines the discipline of 

city organization with the vertical 

grandeur of natural scale.

［訳］精神の前舞台が踊るキマイラを
映し出すにせよ，知られざる世界への入
口になるにせよ，プロトタイプや仕様を
デザインする過程では論理的考察が重
要だ．ファンタジーの自由と想像力が
あるからこそ，円卓の騎士パーシヴァル
は思考の具現化として言葉や絵画の中
に姿を現す．日常的な会議が電子的に
拡張された映像によってなされる未来世
界では，繊細でエレガントな儀式的移
動手段とその到着が特別なイベントにな
る．ローブ姿の駐車係がこの場面に加
わり，戴冠式の従者の現代版のように，
奥ゆかしい儀礼の雰囲気をつくり出す．
遠景には整然とした都市景観があり，垂
直方向の大きなスケールを自然に見せ
ている．
（文：シド・ミード，訳：中原尚哉，
　監修：松井博司，掲載ここまで）

通信が高度に発達した未来には，人
は移動して誰かと会うことはもはやな

く，直接会って行う打ち合わせや会議，
会合などは消失しています．では，何の
ために移動するか？　物理的に移動して
誰かと会うこと自体がスペシャルな出来
事．この絵の中で登場人物たちは，正
装し，厳かに儀式に向かうがごとく自動
運転カーに乗り込みます．“直接，会う”
ことの特別性が未来にはより強くなると
いうビジョンを示しています．未来のモ
ビリティの位置付け，人と車の未来の
関係を描いたものなのです．

（公式の解説，掲載ここまで）

3．34年ぶりに「シド・ミード展」が
開催
ここから植田さん，桑島さんのイン

タビューを掲載いたします．このインタ
ビューは 2019年 2月 14日，都内で収
録されました（インタビューワー：三宅，
構成：大内）．
── こ の 春，「 シ ド・ ミ ー ド 展 

PROGRESSIONS TYO 2019」が開催
されますが，これに先立ち，「シド・ミー
ド未来会議」と題して，開催記念トー
クイベントが開催されていますね．
植田：各分野の第一線で活躍されている
クリエイタの方々にシド・ミードを語っ
てもらうという形で，毎月セミナーを開
催しています．これは，シド・ミードを
どう伝えたらよいか，ということからで
した．そもそもシド・ミードは画家では
なくデザイナなので，最終的なイラスト
だけではなく，そこに至るまでの「オー
ダを受けて，アイディアを膨らませ，最
終的にイラストにフィニッシュさせる」
というプロセスが大事であることを伝え
たい．シド・ミードは，そこに優れた能
力を示しているんですね．
またもう一つは，彼が活躍している分

野が，いわゆる工業デザインというジャ
ンルから，ムービーアートであったり，
『∀ガンダム』や『YAMATO2520』といっ
たアニメ作品まで，非常に多岐にわたっ
ているということ．その他にも，さまざ
まな企業とコラボレーションをし，都
市計画のイメージ，未来のビジョンを
描いたりしています．
それぞれのジャンルでそれぞれの方々

に大きな影響を与えているということも
あり，やはり，その魅力を知ってもらう

写真 1　植田益朗さん（右）と桑島龍一さん（左）
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には，個々のジャンルで影響を受けたと
いう方のお話をお聞きし，みんなで共有
したいなというところです．ビジュアル・
フューチャリストとして未来を描いてき
たという，その彼の言葉をうまく体現し
たいなということでセミナー形式で毎回
やっています．参加されている方も，違っ
た視点でのシド・ミード像が聞けるとい
うので，非常に好評をいただいています
ね．工業デザイナの方の話では，こう
いう視点でデザインをされていて，それ
がこういうところで生きているんだみた
いなことを聞けたり，一つ一つがすごく
おもしろいんです．
桑島：シド・ミードというと，どうし
ても『ブレードランナー』，『トロン』，
『2010年』とビッグタイトルのムービー
アートの話が中心になってしまいがちで
すが，やはりそれとは違う，例えばカー
デザインの世界での存在感を語る方に
「シド・ミードの車のホイールがいいん
ですよ」と言われると，自分達も新たな
気付きになっておもしろいんです．そう
いう発見がいろいろな形であったりする
ので，未来会議のように多角的なところ
で展開していくのが，自分達にとっても
楽しいし，その楽しさがきっと波及する
と思っています．
──今回，日本で 34年ぶりということ
ですが，どういう経緯で開催に至ったの
ですか？
植田：本当に偶然でした．私は，シド・
ミードにメカデザインをお願いした『∀
ガンダム』の担当のプロデューサーで

したので，その当時からいろいろな形で
接点がありまして，たまたまロスに行っ
たときに，アトリエ兼ご自宅を訪ねてみ
ようと行ったのがきっかけです．そのと
き，アジアで展覧会をやる計画があると
お聞きして，日本はまだ決まっていない
と．じゃあ，ちょっと検討させてもらえ
ませんかということで．
一番興味をもったのは，大ベテラン

で素晴らしい実績もあるのに，自分の絵
をいろいろ新しい技術，VRやARを使っ
て若い人達に見てもらう機会を増やして
いきたいとおっしゃったんです．特に，
20代．あとは 10代でも，デザイナやク
リエイタを志している人達に自分のした
ことを見てもらいたいというお気持ちが
あって，そんな方向で一度検討してみ
ようかということがそもそもの発端です．
そこからいろいろな話をして，結果的に
今，150点の生の絵をまずは見せようと

いうところに至ったということです．
今回の絵のラインナップとしては，基

本的にはシド・ミード自身が選んだ 50

点，「PROGRESSIONS」というパッケー
ジがありまして，これを日本に初めて
もってきます．この PROGRESSIONS

がアジアに出るのは初めてなんです．そ
れ以外にも，日本になじみの深い，『∀
ガンダム』，『YAMATO2520』というビッ
クタイトル．両方やっているクリエイ
タはシド・ミードしかいません．それと
ムービーアート，『ブレードランナー』
を中心に『スター・トレック』，『エイ
リアン 2』，『2010年』というような，
いろいろな SFの作品で描かれたもの．
あと，今回キュレーターをやっていただ
いている松井博司さんが個人で所蔵され
ているオリジナルの原画も公開します．
こういうパッケージは世界ではできない
と思います．一人でも多くの人に見てい
ただきたいと思っています．

4．シド・ミードの描く風景
──人工知能学会の中でもやはりシド・
ミードのファンという方はたくさんおら
れます．僕（三宅）個人としても，彼の
描く作品は“本当に人工知能が生きら
れる絵”だと思います．どうして，シド・
ミードはああいう作品，ビジョンを描く
ことができるのでしょうか？
植田：理論的に裏付けられた将来の技
術の発展，どういうふうに発展していく
か，技術の検証的なことをご自身でやら
れて，それを最終的な絵の中に反映し
ていく．そういうことをきちんとやって
いるからでしょうね．いろいろなカテゴ

写真 2　インタビュー風景

写真 3　シド・ミード未来会議 Vol. 02（2019年 1月 25日，渋谷 CAMPFIRE）
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リーに対してのオーダをやれるという．
なかなか，全部こなせる人は少ないので
はないかと思います．
未来会議 Vol. 01で三宅さんに登壇し

てもらったとき，「AIが住みやすい未来
をシド・ミードは描いてくれている」と
いう三宅さんの一言に，そういうふう
に AIと未来をうまく結び付ける一つの
取っ掛かりを描いてくれているんだなと
いうこと．新しい視点というか，シド・
ミードがもっている優しさが伝わってい
るんだなと，腑に落ちたところがあるん
です．
──やはり機械に配慮された街を描ける
というのは優しさでもありますよね．マ
シンを大切にしている．そうして，それ
と人がうまく調和するような都市デザイ
ン……．
植田：基本的には，必ず，絵の中に人
がいるんですよね．デザインとして発注
されたものですが，そこにどういう人が
いるかということを描いている．人とメ
カとそれを包む世界観を描いているんで
すよね．
──日本の絵の文脈とシド・ミードの
描く絵の文脈ではちょっと違うところが
あるのかなと思いますが，そのあたりは
どう捉えていますか？
桑島：シド・ミードさんは素晴らしいアー
ティストですが，一方で日本はやはり
キャラクタの国で，僕らがやっているア
ニメーションもキャラクタビジネスの
枠組みに入ります．言ってみれば芸能界
もスターというものをキャラクタにして

いる．こうした大衆芸能としてのキャラ
クタビジネスが広く行きわたっている中
で，シド・ミードの作品はどちらかとい
うと，ビジョンとか世界観が描かれてい
ます．バックグラウンドの魅力，そこ
に流れるストーリーを伝えていきたいと
なったとき，これは一筋縄ではいかない
かもしれませんが，もし接点をもってい
ただければ，また違ったおもしろさを感
じてもらえると思います．
植田：SF感というところでは，『ブレー
ドランナー』は日本のアニメ界に大き
な影響を与えていて，やはり『ブレー
ドランナー』が大好きなアニメのクリ
エイタはたくさんいます．あれは 100％
シド・ミードのものというわけではない
んですが．そのインパクトは非常に大き
いです．ガンダムやマクロスを含めた，
1970年代半ばから 80年代のオリジナ
ルロボットアニメの隆盛期のメカデザ
イナの人達は，みなシド・ミードの仕
事に影響されていると思います．もちろ
ん，リスペクトもしている．重要なポイ
ントは，メカデザインだけではない，背
景を含めた世界観を描くというコンセプ
トアートをシド・ミードがやっていたこ
と．当時のメカデザイナの方も，メカ
だけを描くのではなくて，そのメカがい
る風景を描いて世界観を作っていくとい
うように，その影響が受け継がれている．
それはもう，いろいろなデザイナさんと
話しているとわかります．
──非常に長い活動期間に及んで，そ
の時代時代にシド・ミードの描くビジョ

ンはどういう見方がされてきているので
しょうか？
植田：当然，その時代と向き合ってい
るとは思うんですが，もっと大きな未来
から何かを受けているイメージがありま
す．そんなにブレていないというか．やっ
ていることは，何か一貫したものがある
んじゃないかなという気がしています．
デザイナですからいろいろなクライアン
トがいると思うんですが，「クライアン
トは未来です」というような，未来から
何かを受けて描いているんだと．描いて
いるもののベースは，時代時代で変わら
ない．20年後にどうなっているんだろ
うとか，そういうことも未来会議で深掘
りしたい視点ですね．
桑島：僕自身の世代からすると，例えば
大友克洋さんとか押井 守さんが憧れに
なりますが，そういう人達が直接影響を
受けています．『ブレードランナー』は
2019年が舞台で，『AKIRA』も 2019年．
やはり何か影響があるんだろうなと思い
ます．押井さんは劇場版の『機動警察
パトレイバー』を東京を舞台につくる
ときに，『AKIRA』や『ブレードランナー』
じゃないものをつくろうと，意図的な演
出をされていますね．土台にしたうえで
逆に，違う風景，高層ビルと古い家屋
の対比を足していくというような．常に，
意識をされていたという話は聞きますね．
シド・ミードの存在は，一定の世代

には意識せざるを得ない登竜門なんで
す．日本のアニメは SF的なものが多い
から，彼らに限らず，気にしている演出
家はたくさんいたんだろうなと思います．
言ってみれば，基礎教養としてくぐらな
ければいけない門，そういうレベルの主
要な要素をなしているのがシド・ミード
の仕事なのだと思います．
──人工知能の研究者も，そういうビ
ジョンみたいなものにインスパイアされ
る傾向が多いです．未来のビジョンから
逆算して研究をインスパイアする形は
人工知能という分野では特に多いと思
います．指針となるのは必ずしも技術で
はないのです．人工知能学会には 6 000

人近い会員がいますが，影響は大きいで
すね．人によっては，ミードさんの絵と
知らずに影響を受けている方も多いかな
と思います．今回の展覧会は時代にも

写真 4　シド・ミード未来会議 Vol. 01
 　（左から植田益朗氏，田中一雄氏，三宅．清水 節氏，2018年 12月 5日，渋谷）
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マッチしていますし，次の世代に影響を
与える役割も大きいかと思います．

（インタビュ－終了）

5．「クライアントは未来です」
シド・ミード「SILVER COACH」

の絵を掲載した表紙のデザインが上
がってきたとき，はっとした驚きがあり
ました．そこには，何の違和感もなく，
その絵が「人工知能」にはまっていまし
た．それほど「人工知能」とシド・ミー
ドの絵には未来指向という点で親和性
がありました．たとえ，シド・ミードの
名を知らなくても，『ブレードランナー』，
『∀ガンダム』などを通して，またそこ
から影響を受けた作品を通して，シド・
ミードは人工知能の研究者にも大きな
影響を与えています．「クライアントは
未来です」，まさにこの言葉も人工知能
にぴったりの標語だと思いました．

2019年 2月 18日　受理

著 者 紹 介

植田　益朗
株式会社スカイフォール
社長．アニメプロデュー
サー・アニプレックス /
A-1 Pictures元社長．『植
田益朗のアニメ！ マスマ
スホガラカ』は文化放送
「AG-ON Premium」にて

配信中．

桑島　龍一
株式会社さかさうま工房
副代表．バンダイビジュ
アル（現・バンダイナム
コアーツ）にて 18年近く
パッケージ宣伝や制作を
担当．現在は映画祭やイ
ベントの企画ほか，アニ

メ業界の片隅で活躍中．

大内　孝子
フリーライタ，エディタ．
IT技術・トピックから，
デバイス，ツールキット，
ディジタルファブ関連な
ど，書籍の企画編集に携
わる．著書に『ハッカソ
ンの作り方』（BNN新社，

2015），編著に『オウンドメディアの作り方』
（BNN新社，2017），『エンジニアのためのデ
ザイン思考入門』（翔泳社，2017），企画編集
として『＋Gainer』（オーム社，2008），『人工
知能のための哲学塾 東洋哲学篇』（BNN新社，
2018）などがある．

三宅　陽一郎（正会員）
株式会社スクウェア・エ
ニックステクノロジー
推進部リード AIリサー
チャー．東京大学客員研
究員，理化学研究所客員
研究員．2017年人工知能
学会編集委員として就任

以来表紙を担当する．日本デジタルゲーム学会
理事，芸術科学会理事，国際ゲーム開発者協会
日本ゲーム AI専門部会代表．


